秘密保持契約書

国立大学法人秋田大学(以下「甲」という。)と○○○○株式会社(以下「乙」という。)とは，甲の保有する○○○○○○○○技術と乙が保有する○○○○○○○○技術に関する意見交換ならびに共同研究等を検討(以下「技術交流等」という。)するため，甲乙双方が相手方に技術的知見を開示するに当たり，秘密情報の取扱いに関して，以下のとおり契約(以下「本契約」という。)を締結する。 
(秘密情報及び秘密保持) 
第１条　甲及び乙は，技術交流等において相手方から開示される情報ならびに技術交流等の遂行上知り得た相手方の技術上，学問上および業務上の一切の情報(以下「秘密情報」という。)を，相手方の事前の文書による承諾なしに第三者に漏洩してはならない。ただし，次の各号に該当するものは秘密保持対象から除外する。
一　開示を受けた際に，既に公知の情報
二　開示を受けた際に，既に所有していたことを証明できる情報
三　秘密保持義務を負うことなしに，第三者から受け取った情報
四　開示を受けた秘密情報によることなく独自に研究開発した情報

なお，前記の秘密情報は，以下のものを含む。

（１）　自己のサンプルおよび自己の製品

（２）　資料，データ，評価結果等の技術情報および営業情報のうち書面（ｅ－メール等の電子情報を含む。）または物品（ＤＶＤ等の記録媒体を含む。）により開示されたものであって，開示の際に開示者が相手方に対し当該情報が秘密である旨の表示をしたもの

（３）　口頭または見学による開示の際に開示者が相手方に対し秘密である旨の通知をしたものであって，開示後３０日以内に，開示者が当該情報を書面にして秘密である旨の表示をして相手方に対して当該書面を交付したもの
２　甲は，前項の定めにかかわらず，自己の研究室の所属員のうち，技術交流等に参加する者に対して，自己の責任において秘密情報を必要最小限の範囲で開示できるものとする。

(使用・流用の禁止)

第２条　甲及び乙は，秘密情報を相手方の承諾なしに本技術交流等以外の目的に使用してはならない。

(知的財産権)

第３条　本技術交流等またはその結果として創作された発明・考案，意匠，著作，ノウハウ等の一切の成果の取扱いは，甲乙協議の上決定するものとし，甲及び乙は，他に合意に達した規定・契約がない限り，相手方より知得した秘密情報に基づいて，特許権等の産業財産権を取得してはならない。ただし，甲または乙が，単独で創作または案出したことを証明できる発明・考案，意匠，著作，ノウハウ等については，この限りでないが，産業財産権については，出願等の前にあらかじめ相手方の確認を得るものとする。
(秘密情報の返還)

第４条　甲及び乙は，本技術交流等の結果，研究成果有体物の提供や共同研究等の継続交流に至らないこととした場合は，本契約の終了後，秘密情報に係る書類(複製物を含む)を速やかに返却し，またコンピューター等に保存されている電子データ等についてはこれを破棄するものとする。

(共同研究)

第５条 甲及び乙は，本契約に基づく技術の開示の結果，研究成果有体物の提供や共同研究等を必要とする場合は，新たに秘密保持契約条項を含む契約を締結することとする。

(秘密保持の有効期間)

第６条 本契約は，令和○○年○○月○○日より技術交流等の継続中及び技術交流等の終了後３年間有効とする。ただし，甲乙双方の合意によりこの期間を変更することができる。また，本契約の期間中に，秘密保持契約条項を含む共同研究契約等が締結された場合は，この時点で本契約を発展的に解消するものとする。
(協議)

第７条 本契約に定めのない事項及び本契約の条項に関し疑義を生じた場合は，甲乙協議の上，互譲協調の精神をもってその解決にあたるものとする。

本契約締結の証として，契約書正本２通を作成し，甲乙記名捺印の上，各１通を保有する。

令和○○年○○月○○日

住所　秋田県秋田市手形学園町１番１号

（甲）名称　国立大学法人秋田大学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学長　　南谷　佳弘　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

住所　○○○○○○○○○○
（乙）名称　○○○○株式会社　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○○○○○　○○　○○　　　　　　印
